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第20回社会福祉研究交流集会inおおさか
生活を変える、福祉を変える、社会を変える
──いのちと平和を守るために──

　

第１９回合宿研究会in京都

報告１　社会福祉関係学会の動向と特徴
　　　　報告者：石倉康次さん（立命館大学教授・総合社会福祉研究所理事長）
報告２　そもそも社会福祉とはなにか─社会福祉の本質を問う─
　　　　報告者：浜岡政好さん（佛教大学名誉教授・総合社会福祉研究所副理事長）
報告３　当研究所　現場の育成力調査・５年目職員実態調査（中間報告）
　　　　報告者：研究調査チーム
報告４　社会福祉と国家
　　　　報告者：石川康宏さん（神戸女学院大学教授・総合社会福祉研究所理事）

テーマ　社会福祉研究に問われる今（仮題）
日程：2015年１月10日（土）午後１時30分開会～11日（日）12時終了予定
会場：京都JA会館（JR京都駅から徒歩5～10分程度）
プログラム

参加費　一般・大学院博士（後期）課程　10,000円（資料代含む）
　　　　学部生・大学院修士課程　　　　 ５,000円（資料代含む）
※宿泊は各自で手配してください

ホームページ http://www.sosyaken.jp/ E-mail:mail@sosyaken.jp
※ホームページからの申し込みも可能です

総合社会福祉研究所 〒543－0055　大阪市天王寺区悲田院町8―12
TEL06（6779）4894 FAX06（6779）4895



総合社会福祉研究 本体2000円（税・送料別）
当研究所会員は割引あり

テーマ：「税と社会保障の一体改革」の歪みとそれを正す力

「税と社会保障の一体改革」の歪みとそれを正す力 ………………………………石倉康次
政府統計からみた国民生活の動向 ………………………志藤修史・安井喜行・藤井伸生

孤立死・孤独死　新井康友／待機児童　小堀智恵子／障害のある人たちの高齢化（65
歳）問題　上田孝／健康権（健康に対する権利） 棟居徳子／サービス付き高齢者向け住
宅　鶴田禎人／介護保険「2015 年制度改定」における軽度者はずし　望月みはる／生
活扶助相当CPI　山田壮志郎 ／ワークフェア、日本における動向と現実性　井口克郎 

アメリカにおける公的扶助の政策課題
　──TANF の利用実態と就労インセンティブ政策の問題── ……… 木下武徳 ほか

ホームページ http://www.sosyaken.jp/ E-mail:mail@sosyaken.jp

総合社会福祉研究所 〒543―0055 大阪市天王寺区悲田院町8―12
TEL06（6779）4894 FAX06（6779）4895
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年　　　報

社会保障･社会福祉の原理･原則がここにある！

真田是著作集[全５巻]
全５巻セット　普及価格14,914円（税・送料込）

第 1巻　社会問題論　
第 2巻　社会保障論　　
第 3巻　社会福祉論
第 4巻　Ⅰ 地域福祉と社会福祉協議会
　　　　Ⅱ 民間社会福祉論
第 5巻　Ⅰ 福祉労働論　Ⅱ 社会福祉運動論
　　　　Ⅲ 部落問題論

一
巻
ご
と
で
も

ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す

　
　
各
巻
3
3
2
3
円

　
　
　
　
　
　
（
税
・
送
料
込
）

発行●福祉のひろば　（書店ではご購入いただけません）
インターネットで「福祉のひろばオンライン」➡「書籍」を検索してください。
お支払いは便利なカード決済で。

▲

お問合せ先　TEL･FAX06-6779-4955



げ
ん
こ
つ
節

〽
力
揃
え
ば
踏ふ

み
い
し石
さ
へ
も　

　

上
げ
て
ゆ
る
が
す　

ゲ
ン
コ
ツ　

霜
柱

　

ド
ク
シ
ン
ロ
（
独
清
露
）

　

フ
ツ
エ
ー
ベ
ー
（
仏
英
米
）

　

シ
ッ
ケ
イ
キ
ワ
マ
ル
ゲ
ン
コ
ツ
バ
イ

　

不
知
山
人
（
添そ

え
だ田
唖あ

ぜ
ん
ぼ
う

蝉
坊
）
詞

第
20
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会 

in 

お
お
さ
か

生
活
を
変
え
る
、
福
祉
を
変
え
る
、
社
会
を
変
え
る

─
─
い
の
ち
と
平
和
を
守
る
た
め
に
─
─



　集会第一日目は、エル・おおさかで８月30日午後に行われました。大阪をはじめ、全国か
ら集い、大阪から社会福祉の狼

の ろ し

煙を上げようと熱気のこもった集会になりました。記念講演の
孫
まご

崎
さき

 享
うける

さん（写真、元外務省国際情報局長）は、「対米関係から日本の支配構造、平和、国民の
いのちとくらしをどうみるか」を熱く語られました。　



今年新年号に登場した〝ぐりぃと〟（社会福祉法人かがやき神戸）が、全体会のオープニングに
登場。クラウンの誕生秘話や、目からウロコのエピソードを、物語形式のパフォーマンスにし
て公演。鍛えられたパフォーマンスとその和やかな雰囲気に会場がいっきに、あたたかくなり
ました。 



　いのちと平和を守るリレートーク。コーディネーターは、石川康宏さん（神戸女
学院大学、総合社会福祉研究所理事）。
　当事者運動を粘り強くとりくむ大阪の実践、福島から母子避難して原発賠償関西
訴訟原告団代表として活動する森松明希子さん、八尾の保育所保護者会の元気で明
るく地域にひろげた運動などを報告。石川さんは「自らの福祉実践を一生懸命する
だけでは、福祉や社会はよくならない。良くするための時間もつくりましょう」と
まとめられました。それぞれの報告に、相

あい

槌
づち

と振り返りがありました。
（写真：山本政幸・工藤英知、写真編集・コメント：下野祇園）
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二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
以
降
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
よ
る
未み

ぞ

う
曾
有
の
原
発
事
故

に
よ
り
、
福
島
の
人
々
は
放
射
能
汚
染
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
と
福
島
県
の
「
契
約
」
は
破は

た
ん綻

し
ま
し
た
。
原
発
は
地
震
で
あ
れ
津
波
で
あ
れ
、
絶
対
に

事
故
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
東
電
と
原
子
力
開
発
を
進
め
て
き
た
国
は
、
補
償
・
廃

炉
・
安
全
な
土
地
の
復
活
へ
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
費
用
と
年
月
を
費
や
し
て
、
責
任
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
必
然
が
あ
り
ま
す
。

福
島
の
脱
原
発
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
島
県
議
会
は
脱
原
発
を
選
択
し
、「
原
子
力
に
依
存
し
な
い
、
安
全
で
持
続
的
に
発
展
可
能
な
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
、
新
し
い
福
島
を
創
る
」
と
決
議
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
こ
の
国
の

あ
る
べ
き
未
来
に
つ
い
て
有
志
と
と
も
に
勉
強
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
度
重
な
る

議
論
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
議
論
を
通
じ
て
、
私
た
ち
自
身
が
原
発
の
危
険
性
を
見
過
ご
し
、
原

発
の
暴
走
を
許
し
て
し
ま
っ
た
責
任
を
、
次
世
代
に
は
負
担
さ
せ
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
福
島
県
内
の
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
で
ま
か
な
う
こ
と
を
可

能
に
す
る
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
理
念
と
し
、
会
津
電
力
株
式
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
と
致
し
ま

し
た
。

福
島
県
は
、
原
子
力
発
電
を
使
わ
な
く
て
も
、
水
資
源
の
豊
富
な
会
津
の
水
力
発
電
の
能
力
で
十
分

次世代にのこすために
会
あ い づ

津電力株式会社　代表取締役社長　佐
さとう

藤　彌
や え も ん

右衛門さん
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す
ぎ
る
ほ
ど
の
電
力
供
給
が
可
能
で
す
。
猪い

な
わ
し
ろ

苗
代
湖
や
只た

だ
み見

川
・
阿あ

が賀
川
水
系
で
約
三
八
〇
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
毎
時
の
発
電
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
、
福
島
県
全
域
の
全
使
用
電
力
一
五
四
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
毎
時
を
ま
か
な
っ
て
あ
ま
り
あ
る
量
で
す
。
地
域
独
占
の
発
電
会
社
に
占
有
さ
れ
て
い
る
発
電

目
的
の
水
利
権
が
戻
れ
ば
、
会
津
地
域
の
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
一
〇
〇
％
を
は
る
か
に
超

え
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
会
津
電
力
株
式
会
社
は
県
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
水

力
だ
け
で
な
く
、
太
陽
光
発
電
、
森
林
資
源
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
お
よ
び
熱
利
用
、
山

間
の
未
開
の
水
力
、
土
地
改
良
地
内
の
灌か

ん
が
い漑
用
水
を
利
用
し
た
小
水
力
、
地
熱
（
バ
イ
ナ
リ
ー
）、
風
力

や
雪
の
利
用
研
究
を
促
進
し
て
、
地
域
分
散
型
の
安
全
で
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ
と
で
会

津
地
域
か
ら
福
島
県
全
域
、
そ
し
て
日
本
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
会
津
の
豊
か
な
自
然
に
守
ら
れ
て
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
会
津
全
域
は
、
国
内
有

数
の
ゆ
た
か
な
穀
倉
地
帯
で
あ
り
、
水
資
源
、
森
林
資
源
、
地
熱
な
ど
豊
富
な
天
然
の
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
立
し
た
経
済
を
構
築
し
、
独
自
の
社
会
教
育
・
文
化
圏
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。地

域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
会
津
の
力
を
結
集
し
て
、
会
津
電
力
株
式
会
社
を
興お

こ

し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜た

ま
わり
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

原発にたよらない福島を、
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現
場
と
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
、
社
会
福
祉
の
研
究
交
流

を
行
う
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
は
、
第
二
〇
回
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
集
会
事
務
局
を
に
な
う
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
の

あ
る
大
阪
で
開
催
さ
れ
、
大
阪
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
実
行
委

員
会
を
つ
く
り
、
社
会
福
祉
再
生
の
狼
煙
を
上
げ
よ
う
と
と
り

く
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
二
〇
回
の
中
で
い
ち
ば
ん
多
い
、
六

二
五
名
の
参
加
で
す
。

一
日
目
の
全
体
会
で
、
集
会
実
行
委
員
長
の
浜は

ま
お
か岡
政ま

さ

好よ
し

さ
ん

（
佛
教
大
学
名
誉
教
授
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
副
理
事
長
）
は
、

今
回
の
集
会
テ
ー
マ
で
あ
る
「
生
活
を
変
え
る
、
福
祉
を
変
え

る
、
社
会
を
変
え
る
─
─
い
の
ち
と
平
和
を
守
る
た
め
に
─
─

の
テ
ー
マ
に
込
め
た
集
会
の
位
置
と
役
割
を
、
あ
い
さ
つ
で
述

べ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
岡お

か

大た
い
す
け介

さ
ん
（
カ
ン
カ
ラ

三
線
）、「
土
曜
日
の
天
使
達
」（
か
が
や
き
神
戸
ぐ
り
ぃ
と
）
が

登
場
。
記
念
講
演
は
孫
崎
享
さ
ん
（
元
外
務
省
国
際
情
報
局
長
、

講
演
テ
ー
マ
は
「
対
米
関
係
か
ら
日
本
の
支
配
構
造
、
平
和
、
国

民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
ど
う
み
る
か
」）。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
「
い

─全国のなかまのみなさん、大阪のみなさん！　8月30日・31日は
大阪から社会福祉再生の狼煙を上げましょう！─ と行われた
第20回社会福祉研究交流集会inおおさか

──誌面報告特集版──
大阪をはじめ、全国から625名が参加されました。第１日目エル・おおさか
エルシアターでの心温まるパフォーマンスと孫崎さんの講演、現場からの
熱いメッセージのリレートークの全体会。２日目は分科会、フィールドワー
ク、基礎講座と多彩な取り組みが行われました。誌面を通してこの感動と
学びを掲載します。


